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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年6月25日(2009.6.25)

【公表番号】特表2008-544769(P2008-544769A)
【公表日】平成20年12月11日(2008.12.11)
【年通号数】公開・登録公報2008-049
【出願番号】特願2008-511204(P2008-511204)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/32     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/727    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ  25/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ   2/84     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  33/00    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｋ  47/32    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/34    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/727   　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｍ  25/02    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｍ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｆ   2/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月1日(2009.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーおよび
　前記ポリマー中に含浸された有効量の薬理学的作用物質
を含む組成物。
【請求項２】
　前記薬理学的作用物質が抗血栓形成性作用物質である、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリマーが生体適合性ポリマーである、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリマーが、ポリエーテル、ポリウレタン、ポリエステルウレタン、ポリエーテル
ウレタン、ポリエーテルウレタン尿素、ポリエステル、ポリカーボネート、低密度ポリエ
チレン、中密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリ
ビニルクロリド、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリアミド、ポリアクリルアミド、ポ
リアクリレートおよびこれらのポリマーの組み合わせからなる群から選択される、請求項
３記載の組成物。
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【請求項５】
　前記ポリマーがポリウレタンであり、前記抗血栓形成性作用物質がヘパリンである、請
求項２記載の組成物。
【請求項６】
　前記ヘパリンが、ヒトヘパリン、ウシヘパリン、ブタヘパリン、ヘパリンサルフェート
、低分子量ヘパリン、ヘパリン類似体、合成ヘパリン、ヘパラノイドおよびこれらのヘパ
リンの組み合わせからなる群から選択される、請求項５記載の組成物。
【請求項７】
　更に、前記ポリウレタンの少なくとも１つの表面にコーティングされたヘパリンを含む
、請求項５記載の組成物。
【請求項８】
　更に錯化剤を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項９】
　前記錯化剤が、ベンザルコニウム塩、アンモニウム塩、トリドデシルアンモニウムクロ
リド、セチルピリミジンクロリド、ステリルアンモニウムクロリドおよびこれらの塩の組
み合わせからなる群から選択される、請求項８記載の組成物。
【請求項１０】
　更に錯化剤を含む、請求項２記載の組成物。
【請求項１１】
　前記薬理学的作用物質が、ヒトヘパリン、ウシヘパリン、ブタヘパリン、ヘパリンサル
フェート、低分子量ヘパリン、ヘパリン類似体、合成ヘパリン、ヘパラノイドおよびこれ
らのヘパリンの組み合わせからなる群から選択されるヘパリンである、請求項１０記載の
組成物。
【請求項１２】
　前記ポリマーがポリエーテルウレタンまたはポリエステルウレタンであり、前記抗血栓
形成性作用物質がヘパリンであり、前記錯化剤がベンザルコニウムクロリドである、請求
項１０記載の組成物。
【請求項１３】
　前記ポリマーが、式（Ｉ）
【化１】

［式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立して、飽和炭化水素、不飽和炭化水素、置換フ
ェニル、非置換フェニル、フェノキシ、トルエンイソシアネート、トルエンジイソシアネ
ート、ポリイソシアネートからなる群から選択され、ｘおよびｙはそれぞれ約５０から約
１，０００までの間である］を有する化合物を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項１４】
　Ｒ１およびＲ２が、それぞれ独立して、式（ＩＩ）
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【化２】

［式中、Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立して、芳香族または脂肪族の環状炭化水素であ
り、ｎは約１から約５００までの間である］を有する化合物を含む、請求項１３記載の組
成物。
【請求項１５】
　前記ポリマーがブロックポリスチレンコポリマーであり、前記抗血栓形成性作用物質が
ヘパリンであり、前記錯化剤がベンザルコニウムクロリドである、請求項１０記載の組成
物。
【請求項１６】
　前記ブロックポリスチレンコポリマーが、式（ＩＩＩ）

【化３】

［式中、Ｒ５はジエンであり、ａ、ｂおよびｃは、それぞれ独立して、約１０から約１，
０００までの間である］を有する化合物を含む、請求項１５記載の組成物。
【請求項１７】
　更に、前記ポリマーの少なくとも１つの表面にコーティングされた付加的な薬理学的作
用物質を含む、請求項１３記載の組成物。
【請求項１８】
　更に錯化剤を含む、請求項１３記載の組成物。
【請求項１９】
　１当量の前記ポリマー当たり約０．０５当量から約０．５当量までの前記薬理学的作用
物質を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項２０】
　更に前記組成物上に表面被覆物を含み、薬理学的作用物質が前記表面被覆物中に均一に
組み込まれている、請求項１記載の組成物。
【請求項２１】
　ヒト心臓の心室として使用すべく構築および配置された装置であって、ポリマーおよび
前記ポリマー中に含浸された薬理学的作用物質を含む組成物を含んでいる装置。
【請求項２２】
　前記ポリマーがポリウレタンであり、前記薬理学的作用物質がヘパリンである、請求項
２１記載の装置。
【請求項２３】
　前記ヘパリンが錯化剤を用いて錯体化されている、請求項２２記載の装置。
【請求項２４】
　前記ヘパリンが、ヒトヘパリン、ウシヘパリン、ブタヘパリン、ヘパリンサルフェート
、低分子量ヘパリン、ヘパリン類似体、合成ヘパリン、ヘパラノイドおよびこれらのヘパ
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リンの組み合わせからなる群から選択される、請求項２２記載の装置。
【請求項２５】
　更に、
　第１チャンバ、
　前記第１チャンバと流体連通しているインプットポートであって、流体が前記第１チャ
ンバ内に流入することができるように構成されているインプットポート、および
　前記第１チャンバと流体連通しているアウトプットポートであって、流体が前記第１チ
ャンバからヒトの動脈系へ流れることができるように構成されているアウトプットポート
を含む、請求項２１記載の装置。
【請求項２６】
　前記インプットポートおよび前記アウトプットポートのうちの一方または両方が弁を含
む、請求項２５記載の装置。
【請求項２７】
　更に、
　第１チャンバ、
　前記第１チャンバと流体連通しているインプットポート、
　前記第１チャンバと流体連通している第２チャンバ、
　前記第１チャンバから前記第２チャンバへの流体の流れを制御すべく構成されている弁
、および
　前記第２チャンバと流体連通しているアウトプットポートであって、ヒトの動脈系への
流体の流れをもたらすべく構成されているアウトプットポート
を含む、請求項２１記載の装置。
【請求項２８】
　前記装置のすべての血液接触面が、ポリマーおよび前記ポリマー中に含浸された抗血栓
形成性作用物質を含む組成物を含んでいる、請求項２１記載の装置。
【請求項２９】
　薬理学的作用物質の持続的な放出をもたらすべく構築および配置されている心室補助装
置。
【請求項３０】
　更に表面被覆物を含み、前記薬理学的作用物質が前記表面被覆物中に均一に組み込まれ
ている、請求項２９記載の心室補助装置。
【請求項３１】
　前記薬理学的作用物質がポリウレタン中に含浸されているヘパリンである、請求項２９
記載の心室補助装置。
【請求項３２】
　更に、
　第１チャンバ、
　前記第１チャンバと流体連通しているインプットポートであって、流体が前記第１チャ
ンバ内に流入することができるように構成されているインプットポート、および
　前記第１チャンバと流体連通しているアウトプットポートであって、流体が前記第１チ
ャンバからヒトの動脈系へ流れることができるように構成されているアウトプットポート
を含む、請求項２９記載の心室補助装置。
【請求項３３】
　更に、
　第１チャンバ、
　前記第１チャンバと流体連通しているインプットポート、
　前記第１チャンバと流体連通している第２チャンバ、
　前記第１チャンバから前記第２チャンバへの流体の流れを制御すべく構成されている弁
、および
　前記第２チャンバと流体連通しているアウトプットポートであって、ヒトの動脈系への
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流体の流れをもたらすべく構成されているアウトプットポート
を含む、請求項２９記載の心室補助装置。
【請求項３４】
　カテーテルにおいて、
　嚢であり、前記嚢に含浸された第１薬理学的作用物質を含む嚢、および
　前記嚢に接続されたチューブであって、前記嚢を膨らませるべく機能するチューブ
を含むカテーテル。
【請求項３５】
　前記第１薬理学的作用物質がヘパリンである、請求項３４記載のカテーテル。
【請求項３６】
　前記嚢がポリウレタンを含む、請求項３４記載のカテーテル。
【請求項３７】
　前記嚢が更に表面被覆物を含み、表面被覆物は前記表面被覆物に均一に組み入れられた
第２薬理学的作用物質を含んでおり、ここで、前記第２薬理学的作用物質は前記第１薬理
学的作用物質と同じであってよく、または異なっていてもよい、請求項３６記載のカテー
テル。
【請求項３８】
　前記第１および第２薬理学的作用物質がそれぞれヘパリンである、請求項３７記載のカ
テーテル。
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